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（社会 No.1609） 
 

2016 年 7 月 11 日 
三菱電機株式会社 

 
下水再利用先進国シンガポールで、省エネ性・長期安定運転を検証 

オゾン水洗浄式・浸漬型膜分離バイオリアクターの実証実験を開始 
 
三菱電機株式会社は、下水・工業排水再生システムの省エネ化・コンパクト化を実現するオゾ

ン水洗浄式・浸漬型膜分離バイオリアクター（以下、Eco-MBR※1）の実証実験を、シンガポール

公益事業庁（以下、PUB※2）のチャンギ水再生プラントで開始しました。 
PUB、シンガポール国立大学ウォーターリサーチセンターと協力し、2016 年 12 月まで実証実

験を行い、2018 年度の事業化を目指します。 
※1：MBR：Membrane BioReactor 
※2：PUB：Public Utilities Board 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シンガポールのチャンギ水再生プラントでの Eco-MBR 実証設備 

 実証実験のねらい  

当社は、1700 台以上の納入実績を持つオゾン発生装置の技術を活かし、高濃度オゾン水でろ過

膜を洗浄、目詰まりの原因となる有機物を分解・除去し、従来型 MBR と比較して膜表面積あた

り 2 倍以上※3の処理水量を実現する Eco-MBR を開発しました。ろ過膜本数を減らすことができ

るため、省エネ化、コンパクト化が可能となります。今回の実証実験では、主に以下の検証を行

います。 
※3：一般的なろ過膜を使用した浸漬型 MBR との比較（2016 年 7 月 11 日現在、当社調べ） 

 

1．省エネ性の検証  
・従来方式 MBR と比較し、消費電力などの省エネ性を検証 

2．長期安定運転の検証 
・高速ろ過運転を長期間安定して維持できるかを検証 

 実証実験の背景  

生活水準の向上や産業の発展により、全世界において水資源の確保が必須となっています。な

かでも、シンガポールは水資源不足が深刻化しているため、下水や工業排水の再利用に積極的に

取り組んでおり、現在水需要の 30％を再利用水でまかなうことが可能です。今回、PUB がチャ

ンギ水再生プラントで取り組んでいる MBR プロジェクトに当社も参画し、本実証実験を通して

Eco-MBR の性能検証を行い、コンパクトで経済的な水再生システムの早期実用化を目指します。 
 

 今後の展開  

当社はこれまで国内の上下水プラントの監視制御システムや、国内外のオゾン処理システムを

中心に水環境ビジネスに取り組んできました。今後は、需要拡大が見込める海外の再生水市場に

下水・工業排水の再生システムを展開することで、持続可能な水循環型社会の実現に貢献してま

いります。 

報道関係からの 
お問い合わせ先 

〒100-8310 東京都千代田区丸の内二丁目7番3号 TEL 03-3218-2332 FAX 03-3218-2431 
三菱電機株式会社 広報部 
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コンテナ B 
（電気設備） 
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 Eco-MBR の特長  

1．高濃度のオゾン水でろ過膜を洗浄し、膜表面積当たりの処理水量を大幅アップ 
・ろ過膜を高濃度のオゾン水で洗浄することで膜の透水性を高めるとともに、ろ過によって

生じる膜の目詰まりの要因である有機物を除去 
・定期的な洗浄で安定した高速ろ過を実現し、膜表面積当たりの処理水量を大幅にアップ 

2．処理水量向上によるろ過膜本数の削減で、コンパクト化を実現 
・ろ過膜本数の削減により設置スペースを低減し、コンパクト化を実現 

3．ろ過膜本数の削減による送風量の低減で、省エネルギーを実現 
・ろ過膜本数の削減により膜表面洗浄用の送風量を低減し、送風機の消費電力を削減 

 
 

 
 
 

＜当社の役割＞ 

・MBR 実証設備の設計・製作・据付 

・運転管理、および運転データ解析 

 

＜シンガポール公益事業庁（PUB）の役割＞ 
・実証場所の提供 

・汚水、ユーティリティ（電気等）の提供 

 

＜シンガポール国立大学ウォーターリサーチセンターの役割＞ 
・水質測定 

・運転管理補助（緊急時対応等） 

 

 

 お客様からのお問い合わせ先  

 三菱電機株式会社 社会システム事業本部 

 社会システム海外事業部 

 E-mail：mbr@nt.MitsubishiElectric.co.jp 


